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① シェアハウスなどの共同生活についての状況調査 

シェアハウス「花鳥風月」は住宅確保要配慮者を対

象としたシェアハウスで、共生を目的としたコミュニティ創出

をおこない、以下の項目を推進する事で、幸福度向上を前

提として⑤アンケート手法を用いて状況調査します。 

１，自然の中で農のある生活 

２，選択できる食の提供 

３，生活のシェアで環境・経済的自立の恩恵 

４，生活の質の向上 

５，生活者の幸福度向上 

 さらに、本コミュニティ創出をおこない入居者やその他本事業

にかかわる人たちの幸福度調査を、国連主導の SDGｓ(以下の

目標の達成が可能性)観点から、本事業をアンケート形式で

意見を求めながら、後述の本事業運営の確認並びに運営方法

について生かしていくものとする。 

１，本事業が“福祉を根底にした愛ある・支えあえる・

一人ひとりを認める”住宅確保要配慮支援花鳥風月

シェアハウスにおいてのコミュニティの可能性を探



り、要配慮支援を受ける入居者たちの幸福度向上を

めざす。 

２，シェアハウス「花鳥風月」のコンセプトや取り組み

の自治体や関係者と連携した広報・告知によって、

より多くの人々の安心や幸福感をもたらす。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

監修者からの要検討事項 SDGsの項目を挙げるのであれば、施設の設立趣旨からいって

も、アジェンダ前文の「誰一人取り残さない」は最初のところで高らかに触れておく必要

があると思います。この報告書の最後には触れていますもんね。また、目標 11「住み続

けられるまちづくりを」はいれなくていいでしょうか。小さなコミュニティですが、生産

も働きがいも自己肯定感も求めるという、いわば持続可能なちいさなまちを目指す理想的

な試み・実践ともいうことができますので。 

② ①を踏まえて菰野町シェアハウスの状況、推移状況調



査 

 菰野町では住宅確保要配慮者向けシェアハウスはこ

れまで皆無で本事業において初めての試みである。 

③ 学術機関よりの監修 

①について本課題についての研究をおこなう機関（四

日市大学）への監修を行うこととした。 

④ 今後の方向性を含めた総括 

本アンケート結果を踏まえ総括をおこなった。 

⑤ アンケート調査レポート 

以下の後述のとおり 

アンケート調査レポート 

[1]SDGs 経営への取組みアンケート 

[2]菰野町シェアハウス「花鳥風月」から幸福を 

考えるアンケート 

 

監修者からの一言 

アンケート調査は、その成否のかなりの部分を質問票の設計に

負うという。今回、監修を求められたのは、調査票の設計段階か

らではなく、集計結果の評価についてであった。そのため、

「SDGs経営への取組みアンケート」(以下「SDGsアンケート」と



略)、「シェアハウス『花鳥風月』から幸福を考えるアンケート」

(以下、「幸福を考えるアンケート」と略)の両者とも、その配布

対象・回収結果が、それぞれの母集団の構成を反映したものとな

っているかどうかについての検討はしていない。また、サンプル

数の少なさ、回答者属性にみる偏りからいっても、トピック分析

の妥当性についても疑問ではある。 

とはいえ、結果については、「SDGsアンケート」、「幸福を考え

るアンケート」の両者とも、今後の取組みの深化を考える際の手

がかりを得たという点では貴重であるといえよう。 

地元菰野町では、町の次期総合計画の策定に向けて来年度は行

動計画が策定される。そこで、一人暮し高齢者世帯の増加と激増

する空き家を繋げようとする、この意欲的なプロジェクトが、二

つのアンケート調査の結果を踏まえることによって、菰野町の次

期総合計画に反映され、さらには、その取組みが三重県北勢地域

に拡がっていくことを期待したい。 

  なお、2023年 12月に 2020年国勢調査に基づく 2045年までの

市町村別人口推計が公表されているので、参考までに掲げてお

く。 

  菰野町の場合、北勢地域にものづくり産業の立地がこれからも



続くと見込まれるため、総人口の減少はさほど顕著ではない。 

菰野町    総人口    指数   65 歳以上人口 うち 75 歳以上人口 うち 85 歳以上人口 

 

 しかし、高齢者は確実に増加し、75歳以上人口の 15～20％は、

何らかの生活上の課題を抱えるようになり、85 歳以上では、その比

率は 50％を超えるという。また、75歳以上では、現在、53％が独

居(2020年国勢調査結果による)であり、85歳以上ではそのほとん

どが単身世帯である。 

それだけに、加齢に伴う様々な生活場面で生じてくる課題をある

程度共同生活によって解決し、同時に、その生活を補完するために

必要な地域社会とのつながりや人間関係を維持するために、健康状

態に応じた就労による生きがいづくりをはかろうとする今回の取り

組みは、単に、空き家のリノベーションによるシェアハウスを整備

するだけではなく、地域社会の再構築に向けた取り組みでもある。 

そのための起点を定めるための基礎調査として、今回のアンケー

ト調査結果を位置づけることができるのである。 
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時代背景で重要な要素となる SDGs 

及び 
菰野町シェアハウス「花鳥風月」に関するアンケート調査について 

 

 

 本アンケート調査は、SDG コンパスにある「アウトサイドイン・アプローチ法」に則り、「SDGｓ×経

営」がより浸透・定着することを願い、以下の２つのアンケート調査を実施しました。集計は、最新式の

クアルトリクス社・AI エクスペリエンスサーベイを用いて、実施いたしましたので、見える化された図

表が特長です。 

本レポートは、実情を把握するため、加工せず集計に留めていますので、より現実的な景色をご覧いた

だけると思います。 

 最後に、質問旨に至らない点など多々あったかと思いますが、本調査趣旨に免じてご容赦頂ければ幸

いです。ありがとうございます。 

 

 令和５年１２月吉日 

イシズム株式会社 

代表取締役 永石 俊夫 

記 

［調査実施］ 

実施１：SDGs アンケート 

・社会課題が一層深刻さを増す時代背景に登場した SDGs。2030 年までの折り返し点を 

過ぎた現在の町（市）民の意識を調査した。 

 

実施２：菰野町シェアハウス「花鳥風月」アンケート 

・当社が菰野町に開設したシェアハウス「花鳥風月」について、町（市）民の皆さまが 

どのように評価してくださっているのかを調査した。 

 

［集計結果］ 

１． 集計結果 

・実施１（SDGsアンケート）   ：回答者数 123者 

・実施２（シェアハウスアンケート）：回答者数  67者 

 

２． 集計レポートの構成 

・各質問ごとに、【まとめ】、図表、【回答】で構成 

➀実施１：集計数（123）………………………………………1～24P 

・バブルチャートの読み方…………25/26P  

・アンケート質問一覧………………27/28P 

・実施１のまとめ………………29～31P 

➁実施２：集計数(67) …………………………………………33～41P 

  ・アンケート質問一覧………………42/43P 

・実施２のまとめ………………44～47P 

➂総まとめ ………………………………………………………48P 

以上 
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【資料】 

 

バブルチャートのトピック一覧 

＜バブルチャートの読み方＞ 

アンケート中のテキスト回答について、クアルトリクス AIによる「トピック分析」を使用した。 

トピック分析は、回答いただいたテキストの中の単語を拾うことで、趣旨を読み取る分析法である。 

本アンケートでは、テキスト回答を 8つのトピックに分類し、各トピックの観点を 5つ策定したのちに、 

どの単語を拾うかを決定した。 

 

［トピック１］評価・理由 

・観点 

1.SDGsの達成度の評価や要因、要素。 

2.回答者の意見や評価と感情と感覚を表現するもの。 

3.実際の取り組みや活動に関連するもの。 

4.SDGs達成の過程の問題点や課題、障壁を示すもの。 

5.取り組みの状態や結果に関するもの。 

・単語例：取り組み、悪い、評価、理由、達成、原因 など。 

［トピック２］企業の取り組み 

・観点 

1.SDGsにおける企業の活動や戦略との連携を示すもの。 

2.企業が環境やサステナビリティに対して取り組むもの。 

3.企業の価値観や社会に対する責任を示すもの。 

4.企業が SDGsに対する取り組みの成果や、どう評価されているかを示すもの。 

5.企業の取り組みが外部のステークホルダー等とどう関係しているかを示すもの。 

・単語例：戦略、環境、責任、プロジェクト、サステナビリティ など。 

［トピック３］政府・自治体の取り組み 

・観点 

1.現場の課題や問題点の特定を示すもの。 

2.改善や解決を求める内容を示すもの。 

3.障壁やハードルとなっている内容を示すもの。 

4.課題に関連する感情やストレス、感覚を示すもの。 

5.課題の原因や背景を考慮した内容を示すもの。 

・単語例：課題、困難、障壁、ハードル、問題 など。 

［トピック４］個人の取り組み 

・観点 

1.個人や国民の行動や取り組みの内容を示すもの。 
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2.環境意識や SDGsに関連する活動、行動の内容を示すもの。 

3.人々の関与や参加する場面、形に関する内容を示すもの。 

4.教育や情報発信の側面に関連する内容を示すもの。 

5.継続的な取り組みやコミュニティ形成に関する内容を示すもの。 

・単語例：成功、実績、進捗、実践、価値、インパクト など。 

［トピック５］提案・アドバイス 

・観点 

1.具体的な提案やアドバイスの内容を示すもの。 

2.ソリューションや改善策に関連する手法や方法を示すもの。 

3.提案やアドバイスの背景や理由について示すもの。 

4.考慮すべきポイントや重視すべき要素を示すもの。 

5.アドバイスの受け手に対する期待や要求を示すもの。 

・単語例：提案、アドバイス、解決、改善、方針、ソリューション など。 

［トピック６］アンケートのフィードバック 

・観点 

1.アンケートの受けてからの具体的な反応や評価を示すもの。 

2.アンケートの内容や質問項目に関する要望や疑問を示すもの。 

3.アンケート結果の解釈や分析に関する意見や提案を示すもの。 

4.反応や評価の背景や理由に関する意見や感想を示すもの。 

5.アンケートの改善や改良に関する要望や提案を示すもの。 

・単語例：フィードバック、意見、コメント、疑問、意向、提案 など。 

［トピック７］課題・困難点 

・観点 

1.現場の課題や問題点の特定の内容を示すもの。 

2.改善や解決を求める内容を示すもの。 

3.障壁やハードルとしての側面に関する内容を示すもの。 

4.課題に関連する感情やストレスを示すもの。 

5.課題の原因や背景を考慮する視点に関する内容を示すもの。 

・単語例：課題、困難、障壁、指摘、限界、乏しい など。 

［トピック８］成功例・ポジティブな取り組み 

・観点 

1.成功やポジティブな結果、またその要因となる内容を示すもの。 

2.具体的な成功例やそのケースを示すもの。 

3.評価や評判をもとにした意見を示すもの。 

4.期待を上回る成果や効果の体験を示すもの。 

5.ポジティブな取り組みの具体的な手法や方法を示すもの。 

・単語例：成功、実績、進捗、実践、価値、インパクト など。 
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【アンケート質問一覧】 

＜プロフィール質問＞ 

・あなたの性別を教えてください。 

 男性・女性・上記に当てはまらない 

・あなたの年代を教えてください。 

 70代以上 

 60代以上〜70代未満 

 50代以上〜60代未満 

 40代以上〜50代未満 

 30代以上〜40代未満 

 20代以上〜30代未満 

 10代以上〜20代未満 

 10代未満 

・あなたの属性を教えてください。 

 企業に所属している(会社員)／企業の支援者（ファシリテーター・専門コンサルタント・士業）／市民 

・回答の特典（総合レポートの受け取り・体験ワークショップの無料招待）を受け取りになる 

メールアドレスをご記入ください。 

＜あなたの SDGsに対するご意見をお聞かせください＞ 

1-1.2023年「SDGs達成度ランキング」（SDSN）が発表され、日本の達成度は世界 21位でした。 

この結果を知っていますか。 

（SDSN＝国連持続可能な開発ソリューションネットワーク） 

1-2.日本の SDGs達成度ランキングは、今年初めて 20位台（21位）まで下がりました。 

この結果について、ご意見をお聞かせください。（自由記述回答） 

1-3.上記の評価の理由をお聞かせください。（自由記述回答） 

1-4.あなたの所属先は、SDGsに取り組んでいますか。 

・十分取り組んでいる 

・取り組んでいる 

・部分的に取り組んでいる 

・取り組む予定がある 

・取り組んでいない 

1-5.今現在、どんな成果を上げていますか。 

・将来のビジネスチャンスを見極める事ができた 

・企業・事業の持続可能性の価値を見出すことができた 

・顧客への関係性の強化や共感を得られた 

・安定した市場のもとで事業を行う事ができた 

・その他（自由回答） 

1-6.どんな分野で取り組もうとしていますか。 

・人と福祉に関わる分野（目標 1〜５） 
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・持続可能な成長とインフラの分野（目標 7〜９） 

・環境と地球資源の保護の分野（目標６、１２〜１５） 

・持続可能なコミュニティと都市の分野（目標１０、１１） 

・平和と正義の分野（目標１６、１７） 

1-7.企業の SDGs事業で、どんなかかわりをしていますか。（自由記述回答） 

2-1.日本は「SDGs達成度ランキング」世界 21位で、下記は日本の SDGs中の「深刻課題」です。 

表は「スコアが減少している」、「取り組みが悪い方向へ向かっている」という項目です。 

この結果についてあなたの考えを教えてください。 

・予想通りの評価である 

・概ね予想通りの評価である 

・部分的に予想していない評価となっている 

・全く予想していない評価となっている 

・わからない 

2-2.「深刻課題」で、詳しく知りたいと思う項目を 5つ選んでください。 

（一市民の立場で、お答えください）（複数回答可） 

・税金と相対的貧困 

・国会の女性議席数 

・男女間の賃金格差 

・財務機密スコア 

・GDP成長率（調整後） 

・エネルギー消費量全体に占める再エネの割合 

・電子廃棄物 

・輸出されたプラスチック廃棄物の年平均量 

・化石燃料の消費及びセメント製造による CO2排出量 

・石油に伴う CO2排出量 

・炭素排出に伴う炭素価格スコア 

・持続可能な窒素管理指標 

・海洋健康指数（水のきれいさ） 

・魚のうち乱獲・生態系の崩壊した種の捕獲 

・海洋生物多様性の損失脅威（消費活動のため） 

・陸上生物多様性の損失脅威（消費活動のため） 

・絶滅種の生存指数 

・生物多様性に重要な淡水域で保護される面積 

3.日本の SDGs達成度を高めるには、どのような取り組みが必要と思いますか。 

ご自由にお書きください。（自由記述回答） 

4.SDGsに関してあなたの意見をご自由にお書きください。 

（自由記述回答） 

5.このアンケートについてのご意見・ご感想をご自由にお書きください。 
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実施１のまとめ                              

 

１． 調査実施の意図 

 調査実施の目的は下記の２点でした。 

・１点目は、2023 年６月 21日、国連と連携する国際的な研究組織「持続可能な開発ソリューション・ネ

ットワーク」が国別の SDGs 達成状況などをまとめた「持続可能な開発リポート 2023」報告書を発表し

た。 

 データのある 166 カ国を比べた達成度ランキングで、日本は昨年の 19 位からさらに後退し、21 位と

なった。このことについて、「どのように感じているか」知りたい。 

・２点目は、この報告書では、各国の取り組みの進み具合を、17の目標ごとに「達成済み」「課題が残る」

「重要な課題がある」「深刻な課題がある」の 4 段階で評価しているが、この「深刻な課題がある」を社

会課題と捉え、企業が取り組むべき意義があると言えるが、どんなテーマが関心を持たれているか知り

たい。 

との意図のもと、実施しました。 

 

２． 集計結果 

・総回答数：123 

・うちアウトサイドイン公認ファシリテーター回答数：56 

 

３． 集計レポートの構成 

・各質問ごとに、【まとめ】、図表、【回答】で展開。 

・1～24P ・・・総回答集計（123） 

・25/26P ・・・バブルチャートの読み方 

・27/28P ・・・アンケート質問一覧 

・【まとめ】は各設問ごとに記載しています。 

 

４． 集計レポートから見えること 

（「全体」と「企業の支援者」のギャップがある項目をピックアップした。） 

１）Q１．2023 年「SDGs 達成度ランキング」、日本の達成度が 21 位になったことを知っていますかに

ついての回答 

「全体」は、「はい」が 45 人で 42.6%。「いいえ」が 62 人で 57.94%。 

「企業の支援者」は、「はい」が 16 人で「いいえ」が３人である。 

２）Q1-2 日本の SDGs 達成度ランキングは、今年初めて 21 位まで下がりました。この結果について

ご意見をお聞かせください。についての回答 

「全体」は、「非常によくない」38 人 35.51%、「どちらともいえない」34 人 31.78%、「多少よくない」

30 人 28.04%の順。 

「企業の支援者」は、「非常によくない」12 人、「多少よくない」５人の順。 
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監修者付言 「企業の支援者」の属性は、「ファシリテーター・専門コンサルタント・士業」であるから、

21 位になったことを知っており、それは、「よくない」とするものが多数を占めるのは当然ともいえる。

会社員も、ほぼ同様の結果を示しているが、性別で見ると、女性の「知らない」とする比率が 72%と高

くなっている。自由回答では、「環境政策、男女共同参画施策の結果が出ていない」との指摘もあり、書

生に対する「自分ごと」化が、課題として浮き彫りになっている。また、順位については、「行動に移す

ことが必要」といった自由意見がみられ、「SDGs 疲れ」、「関心が薄れている」、「SDGs の取り組みが利

益に直結していない」といった指摘も見られる。特に、後者については、このところ ESG投資と企業の

社会的責任、株主利益とのバランスについて議論が提起されていることから、地域課題を解決し利益を

生み出そうとする企業にとっては、株主に対して、明確な利益回収の計画を示しつつ、地域に向けて SDGs

に対する啓発を進めていくことが大切であるということができよう。 

 それだけに、Q1-4 において「あなたの所属先は、SDGs に取り組んでいますか」との問いに対して、

「十分取り組んでいる」と答えたのは、回答者 107 名中 9 名に過ぎず、「部分的に取り組んでいる」が 42

名と圧倒的に多いところに、日本企業の課題が見えているような気がする。社内に SDGs の担当者や課

を作ったとたんその係や課の仕事だけが SDGs に関することとなり、担当課や係が熱心に仕事に励めば

励むほど、他部署の関心は薄れるとはよく聞くところである。地域における企業の社会的責任を果たす

ための指針が SDGs であるとすれば、担当課や係は、社内啓発と同時に、経営計画への SDGs の目標の

落とし込み・ローカルアジェンダの設定こそが必要であろう。 

 

３）Q2-2 「深刻課題」で詳しく知りたい項目を５つ選んでください。 

「全体」の上位５項目は、「税金と相対的貧困率」、「エネルギー消費量全体に占める再エネの割合」、「海

洋健康指数（水のきれいさ）」、「男女間の賃金格差」、「化石燃料の消費及びセメント製造による CO2 排

出量」の順。 

「企業の支援者」の上位５項目は、「エネルギー消費量全体に占める再エネの割合」、「炭素排出の伴う炭

素価格スコア」、「税金と相対的貧困率」、「化石燃料の消費及びセメント製造による CO2 排出量」、「男女

間賃金格差」の順。 

監修者付言 上位 5 項目は上述の通りだが、全体的には各項目に回答が分散し、しかも各項目とも比較

的獲得票数が多いことが特徴的である。それだけ課題が多いと認識されてもいるということであろう。

そのなかで、63 人が選択した「税金と相対的貧困率」については、50%近くまで上昇したとされる、税

金・社会保険料等の国民負担率が問題だと捉えているのか、それとも、このところの雇用環境の悪化によ

り拡大する格差社会を受けての「相対的貧困率」の上昇を課題と捉えているのか、いささか判然としない

が、どちらにせよ、国・地方自治体等行政による税金の使い方、あるいは、国会・地方議会による使われ

方の決定過程について、住民として関心を持ち、積極的に発言し、投票行動で示す、主権者としての自覚

が必要であろう。 

５．「自由回答」に対するご意見について 

・Q3「日本の SDGs 達成度を高めるには、どのような取り組みが必要と思いますか」、 

  Q4「SDGsに関してあなたの意見をご自由にお聞かせください」に対して、 

 【まとめ】に記載した通り、建設的で具体的なご意見が多数寄せられた。 

・各設問ごとの【回答＝記述式回答】には、寄せられたご意見を記載した。 
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 回答者の生の声で、心のひだが伝わるご意見の数々で、１行１行目を通して頂きたいと思います。 

６．このアンケートについての意見・感想について 

・Q5「このアンケートについてのご意見・ご感想をご自由にお書きください」について 

 「アンケートへの興味と有用性への期待」、「情報の共有への期待」と、「情報の不明瞭さと目的が不明

瞭」等の意見が寄せられた。 

・【回答】の寄せられた声もそのまま記載した。回答者の生の声で、心のひだが伝わるご意見の数々で、

１行１行目を通して頂きたいと思います。 

 

７．本アンケートの集計を終えて 

・実施目的は、『後退を続ける日本の「SDGs 達成度ランキング」についてどう思っているか』、『日本の 

深刻な課題について関心が持たれているか』どうかを知りたいということでした。 

・『SDGs達成度ランキング』について知っているかについて、「全体」では「いいえ」57.94%/62 人、「は 

い」が 42.06%45人であった。「企業の支援者」では、「はい」16 人、「いいえ」３人であった。 

・『日本の深刻な課題について関心が持たれているか』については、「全体」、「企業の支援者」ともに同様 

の項目に関心が向けられていた。 

・実施目的２点ともに、概ね関心が向けられており、「自分ごと」として回答されていることが伺えた。 

・本アンケートは、「自由回答」の設問が多いことから、お叱りの回答が多いのではないかと危惧しまし 

たが、概ね好意的な意見が寄せられました。 

・【回答】欄の声々からは、自分ごととして捉えられていることが伺えました。 

・Q5 の今回のアンケート実施そのものに対する【回答】では、今後の活動の励みになる声々や期待をた 

くさん寄せて頂きました。 

・「改めて SDGs を考えるきっかけとなった」、「大変タイムリーでよいアンケートであると思います」、

「もっと回数を多く実施してほしい」、「日本の今の状況を改めて気づかせて頂きました」等との意見を

頂きました。 

一方、「このアンケートは記入が多すぎる」との意見も寄せられました。 

・今回のアンケート調査実施には、１２３名の皆さまにご意見を寄せて頂きました。 

皆さま、丁寧に回答頂き、最後にはエールをたくさん頂戴しました。 

 自由回答からは回答者おひとりお一人の思いが、伝わってまいりました。今後も皆さまの声をお聞き

したい時にタイムリーに実施していきたいと考えております。皆さまからの声々が増幅されていくこと

が、SDGs 目標達成につながることを信じて、行動していきます。 

 同様に、回答いただいた皆さまにもこの集計レポートの声々を日々の活動に活かして頂ければと思い

ます。 

監修者付言 上記総括にも示されているが、SDGs を自分事とする必要性を多くの回答者が指摘してい

る。これは、地域密着を標榜する企業にとっては、チャンスである。SDGsの各目標を企業活動の指針と

してブレイクダウンして取り組むことが、人口が減り高齢化が進む地域であっても、今後、適正規模にダ

ウンサイジングしたうえで、持続可能性を追求することが必要である。その際、どこまで、これまでの人

と人との付き合いというインフラを、ポストコロナ社会で再構築できるかがカギとなる。「誰一人取り残

さない」は、人類普遍の追求すべきテーマなのである。 
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アンケート質問一覧     

菰野町シェアハウス「花鳥風月」から 

幸福を考えるアンケート調査へ、参加のお願い 

 

実施目的：古民家を回収したシェアハウス（支援付き住宅型）の住まい方モデルを確立する 

実施対象：三重県内に居住の方(地域住民、行政・団体職員、福祉関連団体や NPO 法人等支援団体など) 

調査期間：2023 年 10 月 17日（火）～10月 24 日 

 

2023 年 8 月、「住宅確保用配慮者」向けのシェアハウス第 1 号として「花鳥風月」をオープンしました。 

空き家だった平屋住宅２棟をリフォームした、全 11室の住まいです。 

「住宅確保要配慮者向け」と、増え続ける「空き家問題」をマッチングさせた新しい住まい方のビジネス

モデル確立を目指しています。 

添付資料にもありますように、いわば「思いをつなぐ家」、「楽しく生きがいを育む家」実現に尽力し、す

べての人々が幸せな人生をおくるための支援をしていきたいと思います。この実現に向けてアンケート

調査を実施することとしました。皆様のご意見をお聞かせください。 

 

１．シェアハウス「花鳥風月」は「支援付き住宅」に位置づけられます。 

 ➀空き家等の改修による住まいの提供と、➁見守りや自立支援を併せて実施しようとする住まいを言

います。「支援付き住宅」を知っていましたか。 

□ はい 

□ いいえ 

 

２．シェアハウス「花鳥風月」は、賃貸住宅を借りたくても、入居が難しい「住宅確保要配慮者」に対応

できる住宅で、賃貸料も廉価で、高齢者や障がい者、生活困窮者の皆さんに門戸を開いています。 

このようなシェアハウスについてどんな感想をお持ちになりましたか。自由に回答してください。 

【                                     】 

 

３．「高齢者・障がい者の居住環境」について、以下の疑問を持ち、その解決策としてシェアハウス「花

鳥風月」を開設しました。 

どれに関心をおもちですか？（いくつでも選んでください） 

□(1)独居老人は令和２年度で 65歳以上が５人に 1人。2025 年には全国で 700万人を超 

える予想。 

□(2)国民年金受給者の平均月額は 5 万 8,129 円（三重県）で暮らせるのか 

□(3)貯えがあったとしても毎月持ち出しが多いと不安になるのではないか 

□(4)毎日、テレビやスマホを友として、孤独に暮らしていく生活は楽しいだろうか 

□(5)自宅で突然病気や事故にあったとき、誰が来てくれるのか心配 

□(6)元気でも高齢者に働く場所がないので、収入を得られなければ元気も出ない 
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高齢者になったとき、あなたはどんな人生を送りたいですか。自由にお書きください。 

【                                     】 

 

4．当社では、シェアハウス「花鳥風月」を第１弾として、「交響の家プロジェクト」として進め、「一緒

に暮らし、働く意欲のある人は働くことができる、楽しく生活して喜び合える空間」をいくつも展開し、

より多くの人々が幸福に生きられるよう貢献していきたいと考えています。 

だれもが幸福に生きられる環境とは、どんな環境だと想像しますか。自由にお書きください。 

【                                     】 

 

５．2023 年の「世界幸福度ランキング」（SDSN/世界幸福度報告書）で、日本は 137 カ国中 47 位でし

た。一方、平均寿命は世界で日本が第一位で、長生きできても幸福度ランキングとはギャップがあること

がわかります。 

全ての人々が生涯を幸福に生きるためには、どんな地域社会・人間関係ができているとよいと思います

か？（いくつでも選んでください） 

 

□⑴医療機関が充実し、介護・福祉施設のサービスが受けやすい 

□⑵適度な費用で住居を確保できる 

□⑶公共機関で好きな時に好きなところへ移動ができる 

□⑷子育て支援や補助が厚く、子どもたちが生き生きと暮らせる 

□⑸教育環境が整っており、通学しやすい場所に学校がある。 

□⑹地域の行政が地域のことを真剣に考えている 

□⑺防災対策や防犯対策がしっかりしている 

□⑻同じ町内に住んでいる人と信頼関係ができている 

□⑼困ったときに相談できる人が身近にいる 

□⑽困っている人がいたら手助けをする 

□(11)町内には人の意見を受け入れる雰囲気がある 

□(12)私は見知らぬ他者であっても信頼する 

□(13)私は人の喜ぶ顔が見たい 

□(14)町内に対して愛着をもっている。 

□(15)その他（                          ） 

 

６．国連が制定した目標に「SDGs(エス・ディー・ジーズ)」があり、目標達成年を 2030 年としていま

す。その宣言文の中に「誰一人取り残さない」（誰一人取り残されない、とも訳される）という文言があ

ります。そんな社会づくりに参加するとしたら、あなたは、どんな社会をつくりたいと思いますか。 

自由にお書きください。 

【                                      】 

                                      以上 
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実施 2のまとめ 

 

１．実施目的：「住宅確保要配慮者」と、「空き家問題」をマッチングした社会課題解決型シェアハウスへ

の関心度を把握する。 

２．回 答 数：６７ 

３．属  性：会社員、自治体・NPO などの支援者、市民 （男女） 

 

【調査結果】 

【プロフィール】 

１． 性別： 

女性 38人、男性 19 人、回答したくない１人（総回答数：58） 

２． 年代： 

20代以上～30 代未満 10 人 

30代以上～40 代未満  8 人 

40代以上～50 代未満 20 人 

50代以上～60 代未満 10 人 

60代以上～70 代未満  8 人 

70代以上～           1 人 

３． 属性 

会社員          46人 

自治体・NPO などの支援者 2 人 

市民           10人 

 

【設問に対する回答】 

１．シェアハウス「花鳥風月」は「支援付き住宅」に位置づけられます。 

  ➀ 空き家等の改修による住まいの提供と、➁見守りや自立支援を併せて実施しようとする住まい

を言います。「支援付き住宅」を知っていましたか。 

はい   24人 

いいえ 33人 

監修者付言 まず、設問の分析にあたって、回答者の属性の特徴を踏まえておかなければならない。 

①住宅確保用配慮者の存在への認識、あるいは住宅確保用配慮者になるかもしれないという危機感から

はまだ遠い、50歳代未満のものが 38人と回答者の半数を占めること、また、②男性と比べて地域とのつ

ながりが比較的深くまた身の回りのことをすることが多くそれだけに住宅確保要配慮者の存在もその支

援の必要性もあまり想像する必要のない女性も回答者の半数を占めること、さらに③今のところ安定し

た収入を見込むことのできる会社員が大多数を占めるという回答者の属性である。これらの回答者の属

性を常に考慮しながら、各設問の分析をしていかなければならない。 

例えば、この回答者の属性から判断すると、「支援付き住宅」の存在を知っているものが 24 名と比較
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少数にとどまっていたことは何ら不思議ではない。むしろ、24 人もがよく知っていたというべきかもし

れない。とすれば、この 24人がどのようなルート、あるいは経験から「支援付き住宅」の存在を知った

のかを何らかの形で調査することは、今後、「支援付き住宅」の認知度を上げていくためには有効な手段

となるかもしれない。次の自由回答欄で示されているように、知れば高く評価される取り組みであるだ

けに、その前提となる情報の提供の仕方をこのアンケート調査をもとにさらに検討していかなければな

らない。 

２．シェアハウス「花鳥風月」は、賃貸住宅を借りたくても、入居が難しい「住宅確保要配慮者」に対応

できる住宅で、賃貸料も廉価で、高齢者や障がい者、生活困窮者の皆さんに門戸を開いています。感

想を自由に回答してください。（自由回答：回答数 45） 

 【自由回答：抜粋】 

・シェアハウスという響きと、高齢者・障がい者だけでなく、外国の方もよいというのは素敵だ。金額に

悩んでいる人も少なくないと思うのでよいと感じる。 

・とてもよい考えだと思う。ニーズも多いと感じる。 

・高齢者・障がい者の入居を拒まない住宅であること。大家や入居者家族にとっても入居者が一人で生活

するのではなく、シェアハウスの他の入居者がいることで何かトラブルがあった時に気づくことがあ

るのでよいと思う。 

・親切な取組みである。 

・世の中に役立つ実践的な取組みだ。 

・これから必要とされる事業だ。 

・すばらしい社会貢献と弱者救済だ。 

・このようなシェアハウスがあることをもっと多くの人に知ってもらうと救われる人も増えると感じた。 

・働けない人の救いになると思う。 

・賃金格差もあり、高齢社会に向け、さきがけで時代に合っていると思う。 

・生活困窮者が少しでも救われ、ご家族にも救いとなる選択肢としてよい。 

・グループホームとどう違うのか。 

・同様の取り組みを普及させるために、運営側への国の支援と認知度を上げるための告知が必須だと思

う。 

・住宅弱者にとって大変よい。 

・独り身の高齢者も多いと思います。とてもよい。 

・賃貸料が廉価なのはよい、入居の条件はあるのか。保証人は必要か。 

・利用料が少し高いと感じた。 

・高齢だと部屋を借りることができないと聞いたことがある。シェアハウスなら孤独死なんて悲惨なこ

ともないはず。高齢でも安心して暮らせてよい。心強く感じられる。 

・ありがたい。必要としている人に情報が届いてほしい。 

2.まとめ 

1. 「高齢者・障がい者の入居を拒まない住宅である」こと、「弱者救済の取り組みである」ことが好評

価を得ている。 

2. 「シェアハウスなら孤独死なんて悲惨なこともないはず」、「高齢でも安心して暮らせてよい」、「心
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強く感じられる」と、安全・安心が評価されている。 

3. 「高齢だと部屋を借りることができないと聞いたことがある」、「シェアハウスなら孤独死なんて悲

惨なこともないはず。高齢でも安心して暮らせてよい。心強い」と好評価を得ている。 

4. 「必要としている人に情報が届いてほしい」、「運営側への国の支援と認知度を上げるための告知が

必須だ」と、告知の必要性が上げられている。 

5. 「グループホームとの違い」、「必要としている人に情報が届く方法を」との声が上げられている。 

 

３．「高齢者・障がい者の居住環境」について以下の疑問を持ち、その解決策としてシェアハウス「花鳥

風月」を開設しました。どれに関心がありますか。（複数回答可） 

3.まとめ 

【自由回答：抜粋上位５項目】 

１． 自宅で突然病気や事故にあったとき、誰が来てくれるのか心配・・・・・・・29人 

２． 国民年金受給者の平均月額は 58,129 円（三重県）で暮らせる・・・・・・・ 29人 

３． 元気でも高齢者に働く場所がないので、収入を得られなければ元気も出ない・25人 

４． 貯えがあったとしても、毎月持ち出しが多いと不安になるのではないか・・・23人 

５． 独居老人は令和２年度で 65 歳以上が 5 人に１人。2025 年には全国で 700 万人を超える予

想・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・22人 

４．高齢者になったとき、どんな人生を送りたいですか。（自由回答：回答数４5） 

【自由回答：抜粋】 

・楽しく毎日笑顔で暮らしたい。 

・お金にあまり苦労したくない。 

・生涯現役で仕事がしたい。 

・安心して生活したい。 

・高齢者になると年金生活や保証人問題も心配だ。 

・他社との交流を持ち続けたい。 

・健康で少しでも長生きしたい。 

・人に迷惑をかけず、自立できること。 

・最後まで自分らしくどんな時も喜びの中で過ごしたい。 

・バリアフリーが充実したところで生活したい。 

・自由なしばりのない人生 

・ストレスを感じないように生きていきたい。 

・静かに暮らせる人生を送りたい。 

・周りの家族が安心して生活できることが大事。 

・誰かに助けを求めやすい環境にいたい。 

4.まとめ 

安心できる生活、健康で長生き、自由なしばりのない人生、自立、生涯現役、他者との交流、家族が安心

できる生活、誰かに助けを求めやすい環境などのキーワードが浮き彫りにされた。 
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5.誰もが幸福に生きられる環境とはどんな環境だと想像しますか。（回答数 37） 

【自由回答：抜粋】 

・互いを思い合い、助け合いができる環境。 

・生きがいを持って生きること。 

・自由であること。 

・人がいる環境。 

・食料、水、自然が十分にあり、お金の心配のない環境。 

・衣食住が成り立っている生活。 

・人としての人権を守られている環境。 

・助け合いのある共同体。 

・清潔で安全・プライバシーが守られている。 

・差別や貧困のない環境。 

・医療費の心配や、衣食住の心配がない環境。 

5.まとめ 
・差別や貧困のない生活、人としての人権が守られている生活、衣食住が成り立っている生活、医療費の

心配がない生活、清潔で安全・安心な生活、プライバシーが守られている生活などが上げられた。 

 

6.すべての人々が生涯を幸福に生きるためには、どんな地域社会・人間関係ができているとよいか。（自

由回答・回答数５４） 

6.まとめ 

【上位５項目】 

1. 子育て支援や補助が厚く、子どもたちが生き生きと暮らせる‥‥・・・・35 人 

2. 医療機関が充実し、介護・福祉施設のサービスが受けやすい・・・・・・32 人 

3. 適度な費用で住居を確保できる・・・・・・・・・・・・・・・・・・・32 人 

4. 困った時に相談できる人が身近にいる・・・・・・・・・・・・・・・・30 人 

5. 困っている人がいたら手助けをする・・・・・・・・・・・・・・・・・28 人 

 

7.「誰一人取り残さない」社会づくりに参加するとしたら、どんな社会をつくりたいか。 

 （回答数 37） 

【自由回答：抜粋】 

・未来を見出せる社会。 

・個々人の考えを尊重しながら皆で支え合うことのできる社会。 

・皆が周囲に手を差しのべられる社会。 

・差別のない平和な助け合いの社会。 

・福祉を根底にした、愛あるまちづくり。 

・多様性、一人ひとりを認める社会。 

・不公平がない社会。 

・一人ひとりの価値が見出せる社会 
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・戦争のない社会。 

 

7. まとめ  

・戦争のない平和な社会、不公平がない社会、福祉を根底にした愛ある社会、多様性を認め合える社会、

支え合える社会、一人ひとりを認める社会、未来を見出せる社会が上げられた。 

 

監修者付言 今回の二つのアンケート調査の結果を通じて、今後、取り組むべき大きな課題として浮上

してきたことは、「いかに SDGs の諸目標の実現に向けての課題解決を自分事にするか」ということに尽

きるような気がする。 

本「幸福を考えるアンケート」の最後の設問「『誰一人取り残さない』社会づくりに参加するとしたら、

どんな社会を作りたいか」という問いに対する自由回答は望ましい社会像としてそれぞれ強く首肯でき

る。その一方で、「高齢者になったとき、どんな人生を送りたいですか。」という問いに対する自由回答は、

当然、個人的な不安が多いだけに、その不安解消の方策は、「こんな生活を送りたい」とする「個人の願

望」ベースとなっている。 

問題は、この「個人の願望」を実現する方策である。具体的に言えば、「その個人の願望を誰が実現す

るのか」という主語の問題である。 

我が国は、人口が増加する時代が経済の高度成長期と重なっていた。1947 年の GDP10 兆円から、1995

年の生産年齢人口が最大数を記録した 2 年後の 1997 年の GDP は 500 兆円を超えるところにまで至っ

た。わずか 50 年に GDP は 50 倍になったのである。この間、毎年生産年齢人口が増加することから所

得税を中心とする税収も、右肩上がりであった。この税収の多くは、住民生活の課題解決に投入された。

しかし、このことが、50 年以上にわたって、困ったことがあったら、あるいは、困りそうなことがあっ

たら、その解決を他者、特に、国や自治体に求めることが通例となっていった。すなわち、「いずれ誰か

が課題を解決してくれるだろう」という意識の蔓延である。 

ところが、残念ながら、1995 年以降生産年齢人口は急減し、所得税中心の税収構造に危機感を覚えた

国が、将来に備えて導入したはずの消費税制度は、導入当初からまた税率を引き上げるたびに個人消費

を中心とした景気の落ち込みを招き、公共事業というカンフル剤を打ち続けた。さらに、労働力不足を補

いかつ景気の動向に即応できる非正規雇用を増加させた結果、団塊の世代の一斉リタイアは防げたもの

の、特に、若い世代の正規雇用と収入減を招き、少子化はさらに加速することとなった。 

このような状況で、今後、超高齢化と介護を要する高齢者の急増、道路・橋梁、そして住宅といった経

済成長期に新規に建設する一方だった生活インフラは、一気に老朽化し、特に住宅は、一世帯一住宅を国

策として進めてきただけに、2020 年には、世帯数がピークを迎えた、最終的な高齢化・人口減少の場面

では、膨大な空き家として残されることが確実になっている。 

このように、確実に「下りていく時代」になっていることから、国や自治体にこれまでのように何でも

やってくれることを期待するわけにはいかない。むしろ、行政には、生活インフラの再整備や介護保険制

度等のセーフティネットの維持を期待しつつ、人口増の時代に国や自治体任せにして、要望しさえすれ

ばいつか実現するという姿勢に慣れてしまった我々が、今、やらなければならないことは、まさにセーフ

ティネット以外の部分において課題を自分事として捉え、解決に向けて自ら動くことである。 

ただ、それは、個人、一人だけでは、実現不可能なものが多い。 
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本「幸福を考えるアンケート」の「誰もが幸福に生きられる環境とはどんな環境だと想像しますか。」

との設問に寄せられた自由回答を生かして叙述すれば、例えば、「互いを思い合い、助け合いができる環

境」や「助け合いのある共同体」、「人としての人権を守られている環境」があげられているように、個人

ではなく、人としてのつながりの重要性が指摘されている。この観点は、特にコロナ禍によって、なお一

層、重要性が再認識された部分でもある。 

したがって、今後、シェアハウス「花鳥風月」が「人がいる環境」の形成を目指すとすれば、それは、

「清潔で安全・プライバシーが守られている」あるいは「食料、水、自然が十分にあり、お金の心配のな

い環境」、「衣食住が成り立っている」という生活入居者同士のコミュニティ形成だけではなく、地域と共

存共栄でき、地域の持続可能性を高めるシェアハウス「花鳥風月」でなければならない。 

具体的には、シェアハウス「花鳥風月」だけではなく、菰野町という地域が SDGs の目標を指針とし

て「差別や貧困のない環境」、「医療費の心配や、衣食住の心配がない環境」を目指すために、シェアハウ

ス「花鳥風月」の入居者と地域住民とが「自由であ」りつつも「生きがいを持って生きること」ができる

ような環境を整備していくことである。 

具体的には、既に試みられているような「農業分野」での地域とのつながり形成や在宅高齢者に対し

て、動くことのできる高齢者による「生活支援事業」、「移送サービス」等である。 

幸いにして、2022 年秋には、労働者協同組合制度が施行された。出資し、働く、そして報酬を受け取

ることができる新たな法人格が誕生したのである。 

シェアハウス「花鳥風月」を核として、マイクロビジネス、コミュニティビジネスを展開しつつ、地域

と共に生きる施設を目指す具体的な事業を、入居者と共に考えていくことが今後、必須となっていくで

あろう。 

 

厚労省 HP より 
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総まとめ 

１． シェアハウス「花鳥風月」のコンセプトが理解され、総じて好意をもって受け止められており、社会に

おける役割への期待が高い。 

２． シェアハウス「花鳥風月」の広報や告知が、自治体や関係団体との連携で行われることが望まれてお

り、そのことが高齢者や障がい者の安全・安心な生活につながることが望まれている。 

３． 健康で自立した生活を送ることが基本で、困った時には相談できる人や場所が身近にあることが求

められている。 

 

以上から、シェアハウス「花鳥風月」の社会的役割への期待は大きく、多様性や生涯現役といった個人

の自立から、一人ひとりの考えを尊重しながら皆で支え合い、生涯を自分らしく送れる、未来を見出せ

る社会実現の取り組みであると認識されていることがわかった。 

同時のシェアハウス「花鳥風月」のコンセプトや取り組みの、自治体や関係者と連携した広報・告知に

よって、より多くの人々に安心や幸福感をもたらすことも期待された。 

                                                    以上 


